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空気をデザインする床

エアーウォッシュフローリング

床が
室内の問題を
解決します。
ハイブリッド光触媒で
消臭×抗ウィルス×抗菌

エアーウォッシュフローリングが
グッドデザイン賞を受賞しました。

（(株)イクタ社製）

AWF：シートタイプ（ホワイトアッシュ）



エアーウォッシュフローリング
WITH コロナ期に最も名を馳せた建材

今後の建材市場予測

コロナ禍、抗ウイルス建材が凡常化しました。

もちろん住宅内での安心感には最適なアイテムですが、それだけで
は通用しなくなり、複合的な機能性建材の採用が必須となりました。
このご時世、機能的な安心感とさらに意匠的な安らぎが求められて

きています。

SDGsの話題性を含めて、その観点から、健康に暮らしたい、ものを
大切に長く扱いたいという意識が向上。
人工物における経年劣化は意に反し、自然素材の経年美化を楽しむ感
覚が増幅すると思われます。
バイオリフィックデザイン（自然の取り入れ）のトレンド化に伴い、

ウェルネス志向の高まりも見られ、住宅内での永続的な精神的健康を
求めるようになりそうです。
メゾン・エ・オブジェやフォーリサローネでのテーマも「安らぎと

安心感」でした。

AWFブラックチェリー

光のエネルギーで
快適生活空間を創りだす床材

AWFメープル



エアーウォッシュフローリングとは

■重力・湿度により落下➣蓄積➣増殖
■汗や皮脂汚れが床に付着し、室内で一番汚い場所

ウイルス 菌 カビ

臭気花粉ペットアレルゲン



エアーウォッシュフローリングとは

光触媒材料開発

高活性化・高機能化

分散技術開発

再結合・凝集のない分散

塗料化技術開発

要求物性の確保・廉価な
樹脂での塗料化

塗装技術開発

塗料に合わせたライン条
件の最適化

【開発プロセス】

2018年度 九州産業技術センター（KITEC）
九州地方成長産業戦略に基づくイノベーション創出事業
光触媒塗料と塗装技術開発による国産杉材の
高付加価値化事業（平成30年度ＪＫＡ研究調査）

2019年度 北九州産業学術推進機構
新成長戦略推進研究開発事業

2008,2009年度 FAIS 北九州市 中小企業産官学連携研究開発事業
2010年度 IST 福岡県 ナノテク実用化展開事業
2013年度 北九州市新商品創出事業
2014年度 ＮＥＴＩＳ登録：

国土交通省公共工事における新技術活用システム
2017年度 九州環境エネルギー産業推進機構（K-RIPプロジェクト）

可視光応答型光触媒を活用した多機能な室内改善
シートフロアーの開発

【 産官学連携研究開発事業】



安全な室内環境実現へのニーズの高まり

抗ウイルス
消臭・抗菌

お手頃
価格

採用先
拡大！

－差別化ポイント－

市場ニーズと差別化ポイント

〇新型ウイルスの脅威
〇アレルギー疾患の子供の増加
〇ペットの室内飼育の増加
〇高齢化に伴う要介護者数の増加 等

多機能

多機能
ゼロエネルギー
長い持続力
美しい意匠
価格

抗ウイルス 抗菌 消臭 アレルゲン 防カビ 花粉 機能

エアーウォッシュフローリング
（多機能床） 〇 〇 〇 〇 〇 △ 分解

Ａ社
（コロナ対策床） 〇 〇 △ × × ×

吸着
（一部分解の製品もある）

Ｂ社
（抗菌対策床） △ 〇 × × × × 分解

Ｃ社
（アレルギー対策床） × × × 〇 × 〇 吸着

〇製品比較➣機能別


